
平成28年 5月 1日(第366号)

。唱 社会福祉法人須坂市社会福祉協議会 けるも、

P2・悶 ・平成28年度事業計画・予算
-役員紹介

・各種募金募集

-総合事業の紹介

-共募回成決定・伝達式

P61・共働き世帯支援事業

・サロン朗成金の案内
.推進センタ-OPEN

P71・ボラ連紹介・ボラセン紹介

、
し函館

角田正雄書

市内小学生と付き添い保護者の方々やボラン

ティア総勢42名の皆さんと共!こ、(社福)育護

会須坂技術学園でパン作り体験、(社福)育護

会さくらの杜育豊施設でバルーンアートに挑

戦しました。

自分で、作つだ力レーパンとピザパンが美昧し

<出来上がりまし芝仁o~)/

春木町)

グ 社協は社会福祉法第109条に規定された地域福祉を推進する団体です。
社協が実施する様々な福祉事業は、皆さまからの祉協会費と共同募金が主な財源です。

再生紙を利用しています。



(平成28年度 当初予算の概要)

f①+②+⑧+④ 収入 772 147千円司

ト⑤+⑥+⑦+⑧ 支出，......1I:J千円E
i 差引 [JI.-tl:rJ千円11

地域福祉事業
①収 入 (法人運営事業|こ係る収入です)(単位千円) ⑤支 出 (法人運営事業巴係る支出です)(単位千円)

勘定科目 金額 説 明 勘定科目 金額 説 明

会費収入 10，750 市ま民すの「皆社様会福か祉ら協ご協議会力のをい会費だ」芝いですており 人件費支出 98，315 
本会を運営していく定めの人件費、法定
福利費等です

寄付金収入 500 市民の皆様から頂鄭する寄付金です

齢醐磁 臥 80，778 市からの補助金・共同募金からの配分金収入です 事業費支出 53，810 iンk楽テ荘イア、く講つ座ろ草ぎど荘地、域ま福い祉さ推ほ進須事坂業の専運の営支、出各でボすラ

受託金収入 73，973 理県事・業市のか活ら動受費け収て入いるで各す種事業、 指定管

事業収入 6，618 事業の参加費・利用者負担金収入です

醐慣盟主臥 3，103 福祉基金・敬愛基金の利息です

事務費支出 12，491 各施設を管理をする事業経費等の支出です

国成金支出 6，595 各種団体への回成金の支出です

負担金支出 670 各種団体等への負担金支出です

その他の収入 8，341 害事業からの幌入金淑入、雑収入、繰越金等です f曲目h噸崎支出 12，182 名事業への繰入金支社主退職共済等の5i:tlJです

計 184，063 計 184，063 

在宅介護事業
②収 入 (介護運営事業巴係る収入です)(単位干円) ⑥支 出 (介護運営事業巴係る支出です)(単位干円)

勘定科目 金額 説 明 勘定料目 金額 説 明

寄付金収入 50 市民の皆様から頂戴する寄付金で昔 人件費支出 308，812 
ホ ムヘJレパ、'7アマニドジャ 、デイサ ピ
ユセンヲー職員の人件費、法定福利費等です

受託金収入 22，175 市からの受託金収入です 事業費支出 54，697 ホービースムセヘンルタパー一施、ケ設アをマ運ネ営ジ苦ャる経ー、費デでイすサ

介護保険収入 332，082 介護保険事業の収入です 事務費支出 14，432 介護運営事業をしていくための事務経費です

削船白蒋瓢l33，793 障がい福祉サ ピス等事業の収入です 負担金支出 270 団体等への負担金支出です

そ創出の収入 9，069 各事業からの繰入金収入、繰越金等です tOJt蹴費Eよる刻 17，924 各事業への繰入金支出、退職邦高等の支出です

計 397，169 計 396，135 

施設介護事業
③収 入備劃「ぬくもり園」運営巴係る収入です)(単位千円) ⑦支 出 備養「ぬくもり園躍営巴係る支出です)(単位千円〕

勘定科目 金額 説 明 勘定科目 金額 説 明

人件費支出 107，744 地り場園密」着職型員特の人別件養費護老、法人定ホ福ー利ム費「等ぬでくすも

介護保険収入 161，310 特賓の介護保険事業の収入です 事業費支出 37.643 特養「ぬくもり園」施設を運営する経費です

事務費支出 1，290 特養「ぬくもり園」の事務経費です

負担金支出 106 下水道受益者負担金支出です

その他の収入 5，820 繰越金等です そ帥蹴甜:t.~刻 20，347 借入金返済支出、退職共済等の支出です

計 167，130 計 167，130 

障がい福祉事業
④収 入 (，ぶどうの家」事業巴係る収入です)(単位千円) ⑧支 出 (，δどうの家」事業巴係る支出です)(単位千円)

勘定税目 金額 説 明 勘定制目 金額 説 明

受託金収入 4，000 市からの受託金収入です 人件費支出 17，499 
指定障害福祉サービス事業所「ぶどつの
家」鵬員の人件費、法定福利費等です

轟盟主軍事量臥 3，300 各事業所からの委託収入、自主生産収入です 事業費支出 2，298 「ぶどうの家J施設を運営する経費です
削船-11線航 16，363 障がし1福祉サービス等事業の収入です

事務費支出 232 「ぶどうの家リの事務経費です

その他の収入 122 預金刺息・繰越金等です
制球輔副 3，300 就労支援巴係る経費、利用者への工賃等です

そ日雌姻Eよる拙 456 退職共済等の支出です

計 23，785 計 23，785 
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図
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私
芝
ち
を
と
り
ま
<
現
在
の
社
会
情
勢
は
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
価
値
観
や
生
一

日
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
巴
よ
り
、
地
域
巴
お
け
る
連
帯
感
の
希
薄
化
、
回
け
合
い
の
力
が
弱
ま
っ
目

白
て
い
る
状
況
巴
あ
り
ま
す
。

H

4

ま
芝
、
景
気
状
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も
怒
転
し
て
い
る
業
種
ち
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
仁
は
厳
し
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状
況
で
す
。
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明
そ
う
し
だ
背
景
の
な
か
、
老
々
介
護
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借
金
問
題
、
ひ
き
こ
ち
り
、
孤
独
死
な
ど
様
々
芯
課
題
を
川

島
抱
え
て
い
る
家
庭
も
あ
り
、
既
存
の
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
十
分
対
応
で
き
怠
い
場
面
も
生
恥

日
じ
て
き
て
い
ま
す
。

日

一

平
成
幻
年
度
か
ら
、
生
活
保
護
区
至
る
前
の
段
階
の
自
立
支
援
策
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
一

一
し
芝
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
だ
。
生
活
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単
仁
経
済
的
な
側
面
芝
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で
一

日
は
芯
<
、
生
活
全
般
巴
係
る
課
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
須
坂
市
が
事
業
主
体
と
な
一

川
り
、
須
坂
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
そ
の
事
業
を
受
託
し
運
営
巴
あ
芝
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
の
窓
団

山
口
で
あ
る
「
ま
い
さ
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須
坂
」
(
須
坂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
内
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巴
は
多
岐
巴
わ
定
る
担
談
四

回
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

目

酌

当
協
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
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様
々
な
課
題
や
要
望
を
踏
ま
え
、
行
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と
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携
し
て
作
成
劃

日
し
だ
地
域
福
祉
活
動
計
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づ
き
、
今
後
も
助
け
合
い
の
ま
ち
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く
り
巴
努
め
て
い
き
ま
す
。

日

目
し
か
し
、
当
協
議
会
芝
け
で
は
回
け
合
い
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ま
ち
づ
く
り
は
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で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
際
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必
白

山
要
と
な
っ
て
く
る
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が
住
民
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け
合
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で
す
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互
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、
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い
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の
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す
る
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ら
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々
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要
巴
怠
っ
て
き
ま
す
。
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一
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互
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と
い
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豆
田
」
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思
い
の
ち
と
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市
民
の
皆
様
と
も
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一
度
「
国
け
合
い
」
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重
一

日
要
性
を
再
認
識
し
、
地
域
福
祉
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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介
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定
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用
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主
朋
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巴
よ
り
、
厳
し
い
事
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運
営
を
余
儀
な
く
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
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な
り
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後
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橋
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茂
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角
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光
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事
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正
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ン
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)
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田

晃

虞

(
市
社
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)
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(
回
け
合
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推
進
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)
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事

青

木

一

浩

(
市
社
協
事
務
局
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事

塩

崎

貞
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(
市
議
会
総
務
文
教
委
員
長
)

監

事

山

崎

勇

夫(
学
識
経
験
者
)
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<<会費の種類静
紅協 g費 ) 普通会費(一般世帯) .•. 500円/年

. ::7弓 I 篤志会員(一口) …2，000円/年
特別会員(一口) …5，000円/年

4目 的E ※会費IcI:社協の様々 な事業|之活用されています。

社協会費IcI:、地域福祉の推進|こあたり社協の 助け合い推進大会・ふれあい広場・総合相談事
業・金銭管理財産保全サービス・広報紙発行・

活動財源と怠っております。 結婚相談事業・障がいのある方の料理教室など

「今、住んでいるこのまちでいつまでも安心して暮らしだい」こうし芝願いをかなえるだめ区、

近隣の住民、ポランテイア、専門家など!こよる見守りゃ、朗け合い起こしを推進していく定め巴、

ご協力をお願いし1たします。社協会費の募集・納入Cついて各町区長さん、民生委員さんlこご協力

をいだ芝いています。

+ 赤十字の活劃資重鞘同附柵局間

《目的E

日本赤十字社は、国際救援活動、災害救護活動、社会福祉事業など幅広い事業活動を展開してい

ますが、その活動を支えているのは、この寄付金(社資)巴よって賄われています。

一人でも多くの万巴赤十字の活動を理解してい左芝くことを目的|こ、創立記念日の5月1日を“赤

十字運動月間"とし本運動も展開しています。本年もご理解とご協力をお願いい芝します。

4寄付の種額E

寄付金(一般世帯)… 250円/年 ・ 個人社員(口)… 500円以上/年

法人社員( 口)… 2，000円以上/年

⑥ 紅会棚るくする醐

4目的及び使途》

次代を担う少年を非行から守り、非行
巴陥った少年の立ち直りを回ける定めの
活動や広報活動として活用されています。

非行や犯罪の防止と、罪を犯しだ人たちの更生|こついて理解を深め、犯罪のない明るい社会を

築こうとする全国的な運動です。広報活動のひとつとしてポスタ 掲出、全国の小中学生を対象

とし定作文コック ルの実施主主どの資金とさせて頂いております。

4寄付の種額E寄付金(一般世帯)一50円/年

各種目的巴添っ定事業を行うをめの募金・会費となっておりますので、皆様のご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

U 
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ま
れ
る
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』

が
あ
る
地
域
で
、
「
回
数
を
増

や
し
て
行
き
定
い

i
。
こ
れ
か

ら
サ
ロ
ジ
を
作
り
定
い
が
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
・
・
・
」

等
巴
つ
い
て
は
、
当
社
協
へ
ご

相
談
<
芝
さ
い
。

定
助
成
金
が
決
定
し
ま

決

し

た

長
野
県
共
同
募
金
会
万
回
成

を
行
っ
て
い
る
「
安
、
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
国
成
事

業
」
で
、

7
町
区
巴
困
成
が
決

定
し
ま
し
足
。

本
年
度
の
募
集
は
叩
月
頃
を

-
避
難
所
用
物
昂
整
備
事
業

整
備
品
発
電
機
、
投
光
器

2
0
0
、
0
0
0
円

中
島
町

高
橋
町

2
0
0
、
0
0
0
円

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
私
立
保
樹
高
額
寄
付
者
へ
感
謝

育
園
、
福
祉
施
設
等
対
象
施
設
建
状
を
贈
呈

へ
陣
、
県
共
同
募
金
会
よ
り
通
昨
年
「
赤
い
羽
根
共
固
差
芭

知
が
居
き
ま
寸
。
ご
検
討
ご
活
へ
、
高
額
ご
寄
付
を
い
だ
だ
い

用
を
お
願
い
い
起
し
ま
す
。
た
皆
様
へ
感
謝
状
を
贈
呈
い
た

回
成
内
容
は
、
左
記
の
と
お
り
。
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

(
倣
都
略
)

-
避
難
所
用
物
品
整
備
事
業

テ
ン
ト

夏
端
町

2
0
0
、
0
0
0
円

南
横
町

小
河
原
町
1
9
4
、
0
0
0
円

2
0
0
、
0
0
0
円

米
子
町

2
0
日、

0
0
0
円

整
備
ロ
回

移
動
式
薪
焚
温
水
器

屋
都
町

2
0
0
、
0
0
0
円

-
県
知
事
表
彰

富
士
通
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

-
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

オ
リ
オ
ン
機
械
(
株
)
工
友
会

須
坂
市
連
合
婦
人
会

市
内
高
校
合
同
音
楽
会

須
坂
市
役
所
職
員
一
同

<; 
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b
守

9
2
0日
V
4
0
9内

Y
V》
副
首

S

M
H
シ
作
叫
体
蔵
、

H
H
H帥

l
シ
?
lト
に
掻
取

三
個
目
、
自
宅
へ
お
土
産
の
、

チ
ヨ
コ
バ
タ
ー
ロ
ー
ル
パ
ン
E

挑
戦
。
生
地
を
手
で
長
細
<
コ

ロ
コ
口
と
し
て
、
伸
ば
し
棒
で

平
ら
巴
し
を
と
こ
ろ
巳
チ
ヨ
コ

を
並
べ
左
り
、
し
き
詰
め
走
り

と
、
ま
定
ま
定
色
々
な
パ
ン
ガ

出
来
ま
し
定
。
焼
き
上
が
り
迄

の
問
、
施
設
説
明
と
見
学
を
し

ま
し
た
。
【
感
想
】
・
障
が
い

二
個
目
、
ピ
ザ
パ
ン
巴
挑
戦
。
ガ
あ
っ
て
も
、
一
生
懸
命
仕
事

具
材
の
コ
ー
ン
・
ピ
ー
マ
ン
・
を
し
て
い
て
寸
ご
い
l

・
自
分

町
惜
暗
躍
セ
ン
ヲ
ー
が

高
オ
l
ヌ
ン
し
ま
し
た
1

こ
れ
ま
で
、
須
坂
市
社
会
福

祉
協
華
麗
巳
あ
立
茜
し
定
『
す

ぎ
力
闘
豆
ロ
い
準
品
セ
ン
タ
ー
』

が
、
社
協
建
物
の
2
階
巴
移
転

し
、
こ
の
4
月
よ
り
リ
一
一
ュ
ー

ア
ル
オ
プ
ン
し
ま
し
定
!

合
ま
で
よ
り
少
し
コ
ン
パ
ク

ト
巴
怠
り
ま
す
が
、
合
ま
で
同

様
、
お
茶
飲
ゐ
巴
寄
っ
て
頂
い

走
り
、
へ
そ
の
こ
リ
ユ
ー
ス
を

開
催
し
た
り
、
パ
ッ
チ
フ
ク

や
折
り
紙
怠
ど
の
各
種
集
ま
り

巴
も
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

ま
定
「
ど
こ
で
も
図
書
館
」

も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
巴
足
を
お
運

び
<
定
さ
い
。
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。
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4
月
却
日
(
水
)
巴
須
坂
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

役
員
改
選
・
事
業
内
容
巴
つ

い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
決
定

を
い
左
し
ま
し
定
。

ω
須
坂
力
ツ
タ
力
タ
ま
つ
り

へ
の
参
加
『
ふ
れ
あ
い
連
』

平
成
部
年
7
月
間
日
(
士
)

ω
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開
催

(
福
祉
祭
り
の
開
催
)

平
成
お
年
叩
月
市
日
(
士
)

会
場
:
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

ω
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

(
他
市
町
村
と
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
流
・
視
察
研
修
)

ω
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

-
父
流
集
会
の
開
催

(
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
巴

関
わ
る
市
民
の
皆
様
と
の
交

流
)

紛

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座

等

の
後
援
と
参
加
協
力

紛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
左
連
携

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提
供

紛
国
・
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
ポ
ラ

ン
テ
イ
ア
研
究
集
会
等
へ
の

参
加

ω
古
切
手
の
収
集
、
ジ
ョ
イ

セ
フ
ヘ
送
付

須
坂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
は
「
共
巴
生
き
る
福
祉

の
地
域
づ
く
り
」
巴
賛
同
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
・

学
校
・
福
祉
施
設
等
で
組
織
さ

れ
、
交
流
会
や
福
祉
事
業
を
開

催
し
、
現
在
的
団
体
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

、
部
執
以
新
川
野
掛
劃
劃
し

て
い
る
個
人
・
団
体
の
皆
様
1

一
緒
巴
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
ご
加
入
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

左
か
ら
北
沢
礼
子
副
会
長

小
林
正
孝
会
長

松
山
あ
き
予
副
会
長

須
坂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
加
盟
国
体
紹
介

.
(
長
野
広
域
連
〈
一
口
)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
須
坂
荘

.
(
社
福
￥
同
齢
者
総
合
福
祉
施
設

「
須
坂
や
す
ら
ぎ
の
園
」

.
親
子
通
園
施
設
く
れ
よ
ん

・
指
{
長
一
陣
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

「
ぶ
ど
う
の
家
」

-
N
P
O
法
人

す
ざ
か
の
風
(
ピ
ア
ハ
ウ
ス
)

.
(
社
福
)
夢
工
房
福
祉
会

フ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
夢
士
一
房

.
(
社
福
)
重
雲
さ
く
ら
の
杜
重
量

.
(
社
福
)
育
護
会
須
坂
技
術
学
園

.
(
社
福
)
り
ん
ど
う
信
濃
会

須
坂
悠
生
寮

・
須
坂
市
中
央
公
民
館

(
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
)

・
障
が
い
者
サ
ポ
ト
ク
ラ
ブ
「
ゆ
め
」

-
N
P
O
法
人
宅
老
所
赤
と
ん
ぼ

・
宅
幼
老
所
わ
く
さ
ん
家

-
(
社
福
)
夢
工
房
福
祉
会

須
坂
ひ
定
ま
り
作
業
所

.
(
社
福
)
す
こ
う
福
祉
会

フ
ー
ク
ハ
ウ
ス
わ
ら
し
べ

.
社
会
福
祉
法
人

ク
リ
ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会

.
医
療
法
人
公
仁
会

と
ど
ろ
き
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
宅
却
老
所
怠
ず
怠
豊
E

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
い
ぺ
ー
す

多
機
能
事
業
所
も
え
ぎ
舎

.
N
P
O
法
人

S
T
A
R
S

-
長
野
県
須
坂
高
等
学
校

・
長
野
県
須
坂
東
高
等
学
校

・
長
野
県
須
坂
商
業
・
須
坂
釦
昼
間
盟
守
学
校

.
長
野
県
須
坂
園
芸
・
須
坂
創
盛

E

同
等
学
校

イ
ン
タ
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

.
須
坂
市
立
常
盤
中
学
校

.
須
坂
市
立
相
森
中
学
校

.
須
坂
市
立
墨
坂
中
学
校

.
須
坂
市
立
東
中
学
校

・
須
坂
市
立
須
坂
支
援
学
校

・
(
一
回
開
演
板
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

.
須
坂
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
須
坂
市
は
げ
み
会

(
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
)

.
須
坂
市
精
神
障
害
者
家
族
会

「
と
き
わ
会
」

.
(
社
福
)
わ
ら
し
ぺ
を
支
援
す
る
会

.
須
坂
市
老
友
奉
仕
会

(
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
)

.
長
野
県
在
宅
看
護
職

信
濃
の
会
須
高
支
部

.
須
坂
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

.
須
坂
市
保
健
補
導
員
会

.
須
坂
市
子
ど
も
会育

成
連
絡
協
議
会

-
須
坂
市
児
童
青
少
年
育
成
委
員
会

.
須
坂
市
連
合
婦
人
会

・
日
赤
須
坂
市
地
区
赤
十
〔
圭
宰
仕
団

.
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
1
団

.
須
坂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

-
(
一
般
社
〕
須
坂
青
年
会
議
所

.
須
坂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

.
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
須
坂
あ
か
り
の
会
」

・
須
坂
手
話
サ
ク
ル

・
ひ
ま
わ
り
呈
を
走
ら
せ
る

須
坂
連
絡
会

・
須
坂
市
民
協
O
B
会

・
明
老
会

・
趣
味
の
会

.
星
の
会
グ
ル
ー
プ

・
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
あ
す
芯
ろ
」

・
外
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
し
の
会
」

・
フ
ァ
ミ
リ
サ
ポ
ト「

稚
児
百
合
」

・
信
州
須
坂
町
並
み
の
会

・
須
高
こ
ど
も
劇
場

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
み
つ
ぱ
会
」

.
支
え
合
い
サ
ロ
ン

・
信
越
花
倶
楽
部

-
れ
ん
げ
つ
つ
じ
の
会

.
蔵
の
町
す
ざ
か
昔
を
語
る
会

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
7
心
E
の
会

.
須
坂
工
ク
サ
サ
イ
ズ
健
康
体
操
の
会

.
す
い
せ
ん
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

・
翠
淘
会

・
須
坂
市
旭
ケ
丘
地
域
づ
く
り

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
代
表
者
)

7 
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日ヨヨヨ主ヨコ

平成28年 4月14日巴発生した熊

本県熊本地万を震源とする最太震度

7の地震巴より、熊本県益城町を申

心巴大きな被害がでておりま寸。負

傷され左万、家屋等の被害を受けら

れた皆様|こは、 Jらよりお見舞い申し

上げま寸。被災され定方の生活再建

の固とする定め、義援金を受付い

たします。

お問い合わせ・

須坂市社会福祉協議会

日赤長野県支部須坂市地区

須坂市春木町476ー 1

電話026-214-2997

町一一一問。到BOCゆG司咽咽咽咽咽明司

円 . . . . . . . . . . . . . . t¥ 

;あたたかなご厚志に . 
・感謝いたします。 る
O小山小学校平成27年度JRC様

3，804円

Oメセナジユ三?オーケストラ様

21，384円

。ガルスカウト日本連盟長野第一団

熊井理恵国委員長様

清拭布多数

.1.商三陸町ヘ復興輔

ポ弓シティ?広行ごろ"

日平成28年6月 17日~~19日$)

用 14，040円

(宿泊費その他実費負担あり)

活動内容漁業・農業支援

宿泊先民宿怠がしず荘

※詳細巴つきましては須坂市社会福

祉協議会副け合い起こし推進係

電話026-214-2994まで

お問合せく定さい。

期

費

3 月 15日 ~4月 14日受付分です
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--A 重一呈
|退任 [3月31日付け】|

常務理事兼事務局長

|新任【4月1日付け】

常務理事兼事務局長

青木
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午後 1 時~4時

。

午前9 時~12時1日(日)・15日(日)祉協議会
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